















西南北)を守護する四獣 (青龍 ･白虎 ･玄武 ･朱雀)のことをいうが､これを地上に反映させ､この
四神に叶った地形に都城､城郭､神社などの重要な建造物を造営すると､その後の繁栄につながると
考えられた｡それは､東 (青龍)西 (白虎)北 (玄武)を山で囲まれた盆地状の地形環境の中に立地
することがよいとされており､さらに､青龍には後方の玄武から流れてくる水 (川)があり､前方朱








きんがきJ.1=い はい._<んりんすい ぞうふうとくすい きんせんどうたく
書地を選地する場合､上記の四神相応に関連して山河襟帯､菅山臨水､蔵風得水､山川道樺といっ
た語を用いる例もある｡山河襟帯とは山が襟のように囲み､河が帯のように巡って流れ､自然の要害











































































































なる山を推定した｡東方に桶居山 (247.6m)､高山 (298m)､北方に増位山 (259m)､広峰山 (241m)､



































する山々 (三滝山 (北西)､比冶山 ･黄金山 (東南)､二葉山 (北東)､己斐松山 (西南)の交差地点
に広島城は位置している｡これらのことから､広島城も四神相応の地といえるが､広島城の南方は瀬
戸内海であるため､先の岡山城にみえるような南方の山はない (図3)0






































犬山城を地図上でみると､木曽川の北方には愛宕山 (268.5m)､北山 (289m)､城山 (265m)､御坊
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辛 (焚 :貧臥二導く地､宙 :財をもたらす地､病 生気が衰え病気がちになる地､
災 :災いの多い地､栄 :子孫兼栄の地､亡 :家が亡びる地､息 責息の増える地､



























































































































































































(》 『中尊寺建立供養願文j(『平安 藤原朝隆 中尊寺建立供養願文 (模本) ･南北朝 北畠顕
家 中尊寺建立供養願文 (模本)』藤原朝隆 ･北畠顕家著､名兄耶明解説､日本名跡叢刊 25､
二玄社､1978(天治3年 (1126)｢中尊寺供養願文｣冷泉中納言朝隆筆の写本))
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